
夫
正
問
隼
宍
周
一
一
十
-
日
露
=
一
稽
部
届
現
物
耳
可

A
B碍

n
一
踊

-
a費
行
}

干す適量日ー- p司ニ二&i'主三三午

日
一
一
醐
聾
腰

欧
米
に
於
け
る
日
本
事
研
究
に
就
い
て
:
:
鯉
済
章
一
土
本
庄
楽
治
郎

支

部

農

業

の

片

影

・

:

・

・

主

主

博

士

財

部

静

治

銀
行
機
構
に
於
け
る
通
貨
の
創
作
・
-
-
:
・
経
済
串
博
士
小
島
昌
太
郎

統
計
教
育
論
-
-
-
-
一

-

-

-

E

・
E

・
-
-
経
済
皐
博
士
時
川
虎
三

会川
a

A

岡

昭
和
十
一
一
一
年
度
の
増
税

:
-
a

・

・

:

経

済

書

士

沙

見

三

郎

端

酬

抱

則

一

新

興

化

皐

工

業

・

:

・

・

工

準

博

士

喜

多

源

逸

印

刷

出

九

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
の
特
性
:
・
:
維
持
事
士
西
藤
雅
夫

企
業
結
合
と
外
部
節
約
・
・
・
:
・
:
・
:
純
一
主
主
回
杉
競

日
間
祐
山

一
迫
放
皐
者
の
観
た
る
ナ
チ
ス
の
経
済
理
論
経
済
瞳
士
中
川
典
之
助

ヴ
ア
イ
ナ

l
の
園
際
貿
易
論
研
究
・
:
・
・
経
済
事
士
松
井
清

リ
カ
ア
ド
ウ
の
馬
替
論
と
購
買
力
平
憤
説
:
・
空
持
母
士
有
井
治

リ

l
フ
マ
ン
の
問
屋
制
度
論
:
:
・
-
:
:
魁
主
主
堀
江
英
一

制

問

錦

帥

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

禁

輔

載



東呈

海

言告?

叢
第
四
十
六
巻

第

二

競

(
酒
場
調
鷲
胃
七
骨
張
抽
)

昭
和
十
三
年
二
月
義
行

i I .:::/'、

I言嗣

i叢

欧
米
に
於
げ
る
日
本
早
研
究
に
就
い
て

h

、
a

4

〆

f

，E」
、

本

庄

楽

治

郎

欧
米
人
の
東
洋
に
封
ず
る
闘
心
が
頗
る
古
く
よ
り
存
ず
る
こ
と
は
今
夏
い
ふ
迄
も
な
い
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
地
域
的
闘
係
か
ら

い
へ
ば
中
東
・
近
東
・
極
東
等
の
各
方
面
に
瓦
り
、
極
東
の
中
で
も
支
那
に
針
ず
る
関
心
も
あ
れ
ば
日
本
に
針
す
る
関
心
も
あ
る
で
あ

ら
う
が
、
従
来
は
寧
ろ
支
那
に
謝
す
る
も
の
が
主
で
‘
日
本
に
針
す
る
も
の
は
之
に
比
す
れ
ば
極
め
て
小
で
る
っ
た
と
い
ひ
得
る
。
次

に
内
容
的
関
係
か
ら
い
へ
ば
好
奇
的
に
或
る
園
の
事
柄
を
聞
き
た
が
り
、
知
り
た
が
る
と
い
ふ
程
度
か
ら
、
あ
る
特
殊
の
品
物
を
蒐

集
す
る
と
か
或
は
又
美
術
を
好
愛
す
る
と
か
い
ふ
類
も
あ
れ
ば
、
更
に
進
ん
で
或
る
闘
の
文
化
を
研
究
す
る
程
度
に
ま
で
進
ん
だ
も

の
も
あ
ら
う
。
日
本
氏
針
し
で
も
好
奇
的
た
興
味
や
知
識
欲
が
次
第
陀
各
園
人
の
聞
に
進
ん
で
ゐ
た
の
み
な
ら
や
、
蒐
集
家
も
各
園

に
之
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
最
近
で
は
製
問
的
左
る
日
本
研
究
の
風
潮
が
次
第
に
進
展
し
つ
L
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が

欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

策
四
十
六
巻

O 

第

競



欧
米
に
於
け
る
日
本
畢
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

O 

官事

披

同
来
る
。

私
は
昨
年
四
月
乃
至
十
月
に
於
て
欧
米
再
遊
の
機
舎
を
得
た
の
で
、
各
闘
に
お
け
る
日
本
研
筑
の
献
況
を
多
少
と
も
見
聞
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
好
奇
的
興
味
と
か
蒐
集
家
と
か
或
は
博
物
館
の
蒐
集
品
と
か
い
ふ
方
面
で
は
な
く
‘
寧
ろ
日
本

の
歴
史
や
文
化
を
そ
の
向
来
に
遡
っ
て
深
く
検
討
し
、
或
は
躍
進
日
本
の
巨
し
き
姿
を
理
曾
せ
ん
が
た
め
に
、
そ
の
政
治
経
梼
文
化

北
バ
他
の
事
情
を
研
究
せ
ん
と
す
る
所
諸
日
本
製
研
筑
に
つ
い
て
、

そ
の
設
備
現
献
等
乞
蹴
察
研
坤
ー
す
る
こ
と
を
主
と
し
た
の
で
る
つ

〉」

J

同、
h
!
 

〉

?

版
行
の
別
聞
が
短
か
か
り
し
の
み
な
ら
や
'

恰
も
暑
中
休
暇
に
開
局
せ
し
底
が
多
か
っ
た
の
で
、
州
問
祭
の
臼
的
を
十
分
に
遣
し

仰
ぎ
む
し
と
と
在
深
f

、
遺
憾
と
す
る
次
第
で
あ
る
が

そ
れ
で
も
従
来
我
闘
の
雑
誌
そ
の
他
に
紹
介
Jt
れ
て
ゐ
た
州
と
多
少
契
る
所

も
あ
り
、
又
自
ら
大
に
得
る
所
も
あ
っ
た
の
で
、
以
下
先
づ
そ
れ
等
の
見
聞
の
一
斑
を
録
し
て
現
献
を
明
か
に
し
、
然
る
後
そ
れ
に

針
す
る
卑
見
の
一
端
を
述
べ
て
見
た
い
と
出
品
ふ
a

猶
ソ
聯
の
日
本
研
究
は
和
賞
整
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
之
を
観
る
こ
と
が
州

ん
氷
・
泣
か
っ
た
の
で
誌
に
は
述
べ
左
い
。

一一

一
、
澗
品
題
。
欧
洲
に
於
け
る
日
本
墜
研
究
の
最
も
進
ん
で
を
り
、
比
較
的
整
っ
た
設
備
と
多
く
の
研
究
者
と
を
持
っ
て
居
る
庭
は

調
逸
で
あ
る
。
特
に
伯
林
の
日
本
島
一
合
(
]
右
主
一
E
Z
E
}
は
研
究
所
と
し
で
唯
-
の
も
の
で
あ
り
、
他
は
何
れ
も
大
事
其
他
皐
校
の

研
究
室
に
於
て
行
は
れ
で
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

(
イ
)
日
本
製
合
。

日
本
製
舎
は
一
九
二
六
年
に
創
立
さ
れ
、
舎
で
駐
日
大
使
で
あ
っ
た
巧
-
∞
C
一
『
氏
が
合
長
で
あ
う
た
が
、
そ

の
後

K
Z
E
E
H
V
E
-
F
r
2円
ro
氏
を
経
て
昨
年
七
月

KFLEE一
F
2
2
0一
氏
が
合
長
に
就
任
さ
れ
た
。
日
本
側
の
主
事
(
同

hE)

と
し
て
は
今
日
迄
に
宇
野
哲
人
・
鹿
子
木
日
目
信
・
島
閥
順
二
郎
・
上
野
直
昭
・
黒
出
倣
吠
・
友
校
高
車
協
・
孫
問
秀
春
・
初
勝
中
山
太
諸
氏
が
庇



任
せ
ら
れ
‘
助
手
に
北
山
淳
友
氏
が
居
ら
れ
る
。
溺
泡
側
主
事
と
し
て
目
下
三
・
何
回

E
E兵
博
士
が
常
務
を
掌
却
し
、
調
逸
人
助
手

が
居
る
。
湖
、
選
外
務
省
の
川
止
血
管
に
属
し
資
金
及
寄
附
金
に
よ
っ
て
事
業
を
行
っ
て
ゐ
る
。
蔵
書
は
約
一
一
局
二
千
冊
に
遣
し
、
叢
書
・
辞

典
-
単
行
本
・
雑
誌
に
五
る
ま
で
各
種
各
方
耐
の
も
の
が
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
最
近
の
新
刊
替
は
入
手
困
難
の
た
め
割
合
に
少
い
。

機
蹴
雑
誌
と
し
て

J
P
E
P
ざ
を
夜
行
し

2
S申
i163∞
凶
)
そ
の
後

ZH宅
Q
D

と
改
題
し
一
一
一
年
を
経
過
し
て
を
り
(
年
四
同
の
刊
行
)
、

種
与
の
間
半
行
本
も
刊
行
さ
れ
約
三
十
部
に
達
し
て
ゐ
る
。
講
演
舎
・
展
覧
曾
等
も
行
は
れ
る
。
別
に
日
濁
協
曾
が
あ
る
が
、
之
は
宣

体
省
に
樋
し
、

山
平
均
利
交
的
閣
鰐
で

b
る。

戸
ロ
ご
J
F

ロ
m
E
3
0
江戸
vnz日
n
E
E
O

も
ム
一
例
林
ム
入
、
閣
情
の
点
河
留
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
し
て
存
布
し
、

百
ス
マ
ル
ク
の
創
立
し
た
も
の
で
制

立
五
十
年
に
達
し
最
も
古
き
歴
史
を
有
し
て
ゐ
る
。
最
近
之
を
濁
立
せ
し
め
て
〉

E
F
E
z
-
-
z
n
z
r
と
し
同
42r巳
R
Z
耳
元
}γ

持

E
Z
と
同
格
に
取
扱
っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
事
と
は
切
り
離
さ
れ
た
形
に
た
っ
て
ゐ
る
。
山
総
に
は
∞
n
g
E
n
}
5
4
五
円
教
授
が
在
り
、

邦
人
数
帥
と
し
て
村
田
望
文
氏
が
居
ら
れ
る
。
闘
書
室
に
は
多
数
の
日
本
普
及
日
本
に
闘
す
る
敏
文
書
を
減
し
て
ゐ
る
が
、
語
血
平
交

撃
に
閥
ず
る
も
の
が
比
較
的
多
く
、
政
治
経
済
に
闘
す
る
も
の
は
茜
だ
少
い
c

本
校
に
て
日
本
語
を
修
め
て
ゐ
る
曲
学
生
は
二
十
数
名

で
、
そ
の
研
究
は
語
感
及
一
般
歴
史
の
程
度
で
、
四
ゼ
メ
ス
タ

1
剖
ち
二
向
田
千
年
間
に
日
本
の
新
聞
を
讃
み
得
る
程
度
に
す
る
と
と
が

目
標
で
あ
る
が
、
そ
う
容
易
に
は
行
か
胤
ゃ
う
で
あ
る
。
猶
伯
林
大
島
?
で
は

-2-dE司
}
教
授
が
東
洋
美
術
を
講
義
さ
れ
て
ゐ
る
が
.

正
教
授
と
し
て
の
日
本
製
講
座
は
左
い
。

(
ハ
)
ボ

Y

犬同子。

大
皐
構
内
か
ら
少
し
離
れ
た
別
の
建
物
に

。ュg
Z
E
E
E
伊
豆
E
♂

〉

Z
E
E
-】
R
L
O『
}

判

官

E
一O崎
町

ヵτ
あ

る
。
悌
教
・
哲
曲
学
に
闘
す
る
園
書
を
多
く
減
し
て
を
り
、
大
蔵
経
・
閑
語
一
切
経
・
日
本
悌
数
金
書
な
ど
が
あ
る
が
、

一
般
歴
史
・
文
化

欧
米
に
於
け
る

H
本
事
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

C 

告書

競



欧
米
に
於
け
る
日
本
事
研
究
に
就
い
て

第
凶
十
六
巻

O 
四

第

競

四

史
・
政
治
経
済
等
に
閲
す
る
も
の
が
少
く
、
辞
書
も
よ
く
揃
つ
て
は
ゐ
な
い
。
悌
教
室
同
が
よ
〈
揃
っ
て
ゐ
る
の
は
前
任
者
松
本
徳
明

氏
が
蒐
集
さ
れ
た
の
で
る
る
と
い
ふ
。
講
義
は
F
o
g
-
2
講
師
が
日
本
文
化
及
日
本
語
を
教
へ
、
日
本
人
教
師
に
若
山
淳
四
郎
氏
が

在
住
さ
れ
て
ゐ
る
。
地
講
撃
生
は
十
四
五
名
で
比
較
的
多
い
方
で
る
る
。
間
甲
期
始
め
に
は
四
十
名
も
あ
っ
て
グ
レ
ス
ラ
ー
氏
が
驚
か

れ
た
と
い
ふ
。
昨
年
四
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
首
地
で
日
本
皐
犬
舎
と
も
い
ふ
べ
き
合
合
言
ユ
E
W
E
E
n
-
E
F
E
Z
R
L
2
C
Z
T
 

Z--一
回
目
[
山
門
}
凶

D
ココ)
ド
一
丁
土
品
工
、
持
寅
亡

〉

1
l
i
z一
n
t
l

同

-
Z
2
1問
mr
』
-
河
口
島
区

E
d
H
2
7
m
H
v
E
F
E円以
E
n
E
H
P七
mwロ・

《
J
V
I
T
h
寸
吋
f
，

Lう
『
-
}
戸
，

M
d山コ
Lr4エ
444dza4、

回

『

pchwコ・

冨
-
H山
P
E
E
W
E
R
-
H
}
R
E
E
E
E『

E
N
Z
E
E
E
E
E
E
E
v
m
L
E
}
p
t
h
H
E
P
E
E
-
v
〈

c
F
2・

4宅
ECZMM
品。ユ
w
Z
E
E
D
P
-
。
E
L
巴
M
O
E
Z
E
D
P
-
n
河
内
】
布
陣

C
P
E

」
『

ptmwp

{
》
・
]
ム
ド
円

E
E戸
内

「

『

zvhwロ
MZ]市
川
己
己
ロ

OD
《
由
。
司

J
J「
内

r
r
zコ
巳

等
が
あ
り
各
地
の
日
本
研
究
撃
者
を
動
員
し
て
こ
の
合
合
が
行
は
れ
た
こ
ん
」
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
之
に
は
首
時
の
武
者
小
路
大

使
の
努
力
、
本
大
接
東
洋
研
究
室
東
洋
部
長
民
間
色
号
教
授
の
斡
旋
に
由
る
庭
が
多
い
と
い
ふ
。

(
一
ニ
ラ
イ
プ
チ
ヒ
。

円
。
一
言
一
司
大
事
に
属
し
て
】
戸
市
E
E口
F
2
7
2
r
E
が
あ
る
。
六
年
前
に
創
立
さ
れ
た
も
の
で
、
も
と
C
E
マ

自
己
戸
[
毅
授
の
私
宅
な
り
し
も
の
を
本
山
氏
が
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
大
皐
附
近
に
あ
る
。

蔵
書
約
二
千
冊
、

日
本
文
化
史
捨
首
の
ユ

ー
パ

l

p
ヤ
ー
ル
教
授
は
賞
時
不
在
で
あ
っ
た
が
、
大
賀
小
四
郎
氏
が
講
師
と
し
て
日
本
語
を
捨
賞
さ
れ
て
ゐ
た
。
四
ゼ
メ
ス
タ
ー

以
土
事
修
し
た
も
の
は
ド
ク
ト
ル
論
文
を
書
く
資
絡
を
認
め
ら
れ
て
を
り
、
聴
講
忠
一
・
生
数
は
約
十
五
名
で
あ
っ
た
。
別
の
揚
所
に
日

溺
皐
生
命
円
館
(
H
P
宮
口
同
)
E
Z円
r
E
C
L
E
M
g
w
z
o
-
E
)

が
あ
り
、
交
換
畢
生
そ
の
他
が
居
住
し
て
ゐ
た
。

ζ

の
建
物
も
日
本
側
の
寄

附
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。



(
ホ
)
ハ
ン
プ
ル
己
@

も
と
問
。
-
。
ロ
一
位
一
足
E
2
2
で
あ
っ
た
の
を
一
九
一
八
年
に
大
島
?
と
し
た
も
の
で
、
大
事
と
し
て
は
最
も

新
し
い
も
の
で
る
る
。
此
庭
に
も
日
本
撃
研
究
室
が
あ
る
。
か
の
主
。

3
5
毅
授
が
停
年
退
峨
後
。

s
p
z氏
が
数
段
と
左
っ
た
も

の
で
、
日
本
壊
の
正
教
授
を
有
す
る
も
の
は
本
製
の
み
で
あ
る
。
日
本
人
教
師
に
は
堀
阿
智
明
氏
が
あ
っ
て
日
本
語
を
擦
賞
し
て
屑

る。

一
皐
年
ニ
ゼ
メ
ス
タ
ー
と
し
て
日
本
文
字
か
ら
教
へ
る
方
針
で
あ
る
。

(
へ
)
其
他
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
は
講
師
に
森
永
氏
あ
り
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
は

2
2∞一
5
E
氏
が
日
本
に
闘
す
る
講
義
を
せ
ら
れ
℃

ゐ
る
が
、
長
尾
氏
寄
附
の
正
講
座
が
山
山
来
る
筈
で
あ
り
・
な
が
ら
人
選
維
に
陥
っ
て
そ
の
寅
現
を
同
ん
な
い
と
の
と
と
で
あ
る

u

副

困

、

'""a司
州
川
町

O

Z

H
明
V

同胞

ア
-
ア
ン
ス
特
比
巴
里
に
於
て
東
洋
製
研
決
が
川
卜
く
か
ら
盛
ん
に
行
ば
れ
て
ゐ
る
と
と
改
箸
名
の
世
帯
賓
守
あ
り
、
J

伺

名
な
る
東
洋
関
係
の
博
物
館
や
東
洋
研
究
愚
者
が
居
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
た
い
所
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
支
那
撃
研
究
で
あ
っ
て

日
本
型
研
究
は
甚
だ
少
い
。
巴
里
大
型
に
三
井
の
基
金
で
日
本
研
究
製
舎
(
『
=
E
r
E
L
同
E
L
a
-
4
c
-
5
2
2
)
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る

が
、
そ
の
仕
事
は
あ
ま
り
進
ん
で
居
ら
十
、
そ
の
事
務
は
巴
里
大
出
場
都
市

(
Q広

C
三
5
2
5
2
)
内
の
日
本
車
生
合
館
(
所
謂
隣
摩

舎
館
富
山
町
C
D
L
Z
γ

ち
ロ
)
で
執
ら
れ
で
ゐ
る
。
こ
の
日
本
研
究
皐
舎
の
趣
旨
は
「
コ
レ

I
ジ
で
ド
・
フ
ラ
ン
ス
及
共
他
日
本
及
そ
の

歴
史
・
制
度
・
文
皐
・
婆
術
並
に
そ
の
地
質
・
資
源
及
外
相
聞
の
愛
化
・
共
の
人
民
精
神
及
智
的
生
前
等
を
悌
闘
に
知
ら
し
め
得
ぺ
き
共
他

一
切
の
パ
リ

l
科
曲
学
的
施
設
、
闘
書
館
、
博
物
館
に
到
し
協
力
を
粛
し
」
云
A

と
い
ふ
に
在
っ
て
、
そ
の
事
業
と
し
て
は
「
バ
リ

I
博
物

館
及
闘
書
館
に
現
存
す
る
日
本
に
闘
す
る
安
一
料
日
銀
を
作
成
し
、
之
に
常
に
必
要
な
る
補
修
を
加
へ
、
叉
右
諸
施
設
に
針
し
共
の
一
日
本

に
闘
す
る
蒐
集
日
聞
を
愛
遼
せ
し
め
そ
の
債
値
を
増
加
せ
し
む
る
た
め
協
力
し
」
且
つ
バ
リ
ー
に
た
け
る
講
演
、
交
換
毅
授
そ
の
他
の

知
的
協
力
を
左
す
に
在
る
。

一
九
三
五
年
度
の
研
究
事
舎
の
決
算
は
牧
入
四
五
.
六
七
五
法
三
五
、
支
出
一
七
、
=
一
五
九
法
五
五
と
な

欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

C 
五

第

披

互五



欧
米
に
於
げ
る
日
本
畢
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

O 
J、

第

競

ノ、

っ
て
を
り
、

一
九
三
六
年
度
の
堕
舎
の
事
業
と
し
て
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
所
は
(
イ
)
巴
里
に
ゐ
け
る
日
本
閥
係
図
書
目
録
の
集
成
(
ロ
)

日
本
関
係
問
書
の
頒
布
(
ハ
)
悌
図
書
家
白
戸
=
♀
に
闘
す
る
岡
蓄
の
東
京
美
術
皐
校
寄
脂
(
一
一
)
在
例
日
本
智
康
生
波
法
・
白
下
・
田
島

諸
氏
の
研
究
論
文
出
版
柿
成
(
ホ
)
松
尾
邦
之
助
氏
の
日
本
文
車
史
出
版
補
助
等
で
あ
る
。
要
す
る
に
日
本
研
究
製
合
の
作
事
は
日
本

舎
館
で
行
は
れ
‘
舎
飴
に
も
同
書
室
が
る
る
程
度
で
特
別
た
研
究
設
備
が
る
る
・
わ
け
で
は
た
く
、
ま
た
そ
の
仕
事
も
目
下
は
目
録
調

出
立
に
過
ぎ
や
、
所
謂
日
本
車
の
例
筑
と
し
て
の
成
果
を
見
る
に
は
至
っ
て
居
左
い
や
ろ
で
あ
る
。
な
ほ
巴
里
の
東
洋
話
感
校
に
は
日

本
併
究
で
有
名
な
合
戸
『
{
岳
民
主
5
3
E百
円
教
授
が
居
ら
れ
、
同
校
に
は
日
本
に
附
ず
る
同
告
を
牧
械
し
て
ゐ
る

3

:
ι
E
Z
t
o
 

E

o

i

l

A

4

不

日
本
と
伊
太
利
と
の
問
に
は
交
鋭
教
技
及
交
故
車
生
が
行
は
れ
て
ゐ
あ
か
、
所
訪
日
本
町
駅
の
研
究
に
五
っ
て
付

疑
問
で
る
る
。
羅
馬
で
は
東
洋
協
合
(
』
E
Z
B
官
官
出
]
寄
与

E
2
H
V【

-
o
E
C
(三
g
互
に
大
倉
喜
七
郎
氏
の
寄
贈
同
書
其
他
若
干
の

日
本
闘
書
が
あ
る
が
、
特
に
日
本
研
究
と
し
て
の
特
別
の
設
備
が
る
る
わ
け
で
は
友
く
‘
寧
ろ
西
出
版
・
印
度
・
支
那
を
加
へ
て
の
中
部

及
東
部
ア
ジ
ア
の
研
究
で
、
支
那
に
闘
す
る
も
の
も
多
い
e

難
民
の
東
洋
諸
島
十
校
で
は
東
洋
諸
の
研
究
を
し
て
ゐ
る
者
が
二
十
五
人

位
あ
る
が
、
そ
れ
も
日
本
語
よ
り
も
他
の
園
語
を
修
め
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
と
い
ふ
。

四
、
千
Z

コ
ス
ロ
パ
キ
ア
。

プ

-
7
1
グ
に
東
洋
協
舎
が
る
り
、
そ
の
内
に
日
致
文
化
協
命
日
が
あ
り
‘
日
本
語
講
習
舎
が
る
る
。
そ

の
経
費
は
マ
サ
リ
ツ
ク
前
大
統
領
八
十
五
歳
祝
賀
基
金
と
は
聞
係
な
〈
、
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
東
洋
協
舎
の
経
費
を
以
て
創
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
九
三
五
年
以
来
は
三
井
高
陽
男
寄
附
の
基
金
で
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
右
の
寄
間
金
は
一
九
三
五
年
以
来

五
ヶ
年
間
毎
年
五
蔦
冠
京
2
E
d
)
で
あ
っ
て
、
内
二
寓
冠
を
以
て
(
イ
)
東
洋
協
曾
内
闘
書
館
日
本
部
の
捺
張
(
ロ
)
日
本
文
化
及
日
本

語
教
授
費
用
(
ハ
)
致
園
大
皐
共
他
諸
墜
校
に
謝
す
る
日
本
文
化
に
闘
す
る
闘
書
出
版
物
の
寄
贈
(
-
ニ
日
本
文
化
の
智
識
繍
布
を
目
的



と
す
る
其
他
の
費
用
に
充
て
、
更
に
二
局
冠
を
東
洋
協
舎
内
日
致
文
化
協
合
の
費
用
に
充
て
、
残
り
一
一
局
冠
を
日
致
文
化
的
協
力
の

た
め
の
臨
時
の
費
用
と
し
て
積
立
つ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。

日
本
語
受
講
者
は
高
等
初
等
に
分
れ
全
部
で
約
二
十
名
で
る
る
と
い

ふ
。
日
本
文
化
・
経
済
等
忙
闘
す
る
講
義
は
未
だ
行
は
れ
亡
ゐ
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

五
、
墳
太
利
。

ウ
ィ
ー
ン
大
島
一
比
日
本
語
の
科
目
が
あ
る
。
ま
た
東
洋
諸
事
校
、
東
亜
文
化
史
研
究
舎
等
が
あ
る
由
で
あ
る
が
、

訪
問
し
た
日
が
、
暑
中
休
暇
中
で
且
日
曜
日
で
あ
っ
た
た
め
観
る
と
と
が
同
来
危
か
っ
た
。
最
近
に
三
井
高
陽
男
の
寄
附
で
日
本
文

化
研
究
所
が
出
来
、
問
医
峨
氏
が
所
長
と
し
て
就
任
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、

ウ
ィ
ー
ン
に
な
け
る
日
本
文
化
の
研
究
及

共
設
備
も
将
来
大
に
進
展
す
る
と
と
2
思
は
れ
る
。

六
、
瑞
西
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
踊
際
聯
盟
内
閲
書
館
に
日
本
及
支
那
の
同
書
を
蔵
し
て
ゐ
る
が
、
別
に
日
本
部
が
あ
る
め
け
で
は

1t. 
〈

カ
ー
ド
の
分
類
で
は
ず
さ
コ
と
い
ふ
部
門
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
日
本
の
も
の
が
集
っ
て
ゐ
る
。

然
し
分
量
は
普
通
の
カ

1

F
箱
の
拍
十
一
つ
位
で
、
そ
れ
も
普
通
の
統
計
書
年
報
そ
の
他
の
も
の
で
所
請
日
本
撃
の
研
究
資
料
た
る
べ
き
も
の
に
乏
し
い
。
然

し
闘
書
館
と
し
て
の
設
備
は
相
営
立
浪
友
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
園
際
持
働
局
の
閥
書
室
は
小
規
模
の
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
に
闘
す

る
聞
書
は
聯
盟
聞
書
館
に
治
け
る
と
閉
じ
位
の
分
量
が
あ
っ
た
と
忠
ふ
。
山
一
角
地
に
は
支
那
の
中
園
閲
際
問
書
館
が
あ
る
と
と
は
注
意

す
べ
き
で
あ
ら
う
。

七
、
波
蘭

d

ワ
ル
ソ
ウ
の
日
本
研
究
は
相
首
盛
ん
で
あ
る
。
之
に
は
前
公
使
伊
藤
遁
史
氏
の
努
力
に
よ
る
所
が
多
い
。
同
氏
は

伯
林
に
で
も
鹿
子
木
員
信
氏
等
と
謀
り
日
本
製
舎
(
}
品
目
吉
m
Z
Z円
)

の
裳
礎
宇
一
作
ら
れ
た
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

ワ
ル
ソ
ウ
の
東
洋

事
院
は
選
東
及
近
東
の
語
撃
を
碗
究
ず
る
所
で
あ
っ
て
、
日
本
語
部
に
は
権
回
良
忠
氏
が
玩
に
久
し
く
教
鞭
を
と
っ
て
を
ら
れ
、
公
使

欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

ニ
O
七

第

挽

4七



欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

O 
i¥. 

書事

銃

丹、

館
在
勤
の
内
耳
切
一

Z
Z
5
r百
三
円
N

氏
も
同
様
で
る
る
。
伊
藤
氏
が
公
使
と
た
ら
れ
た
始
め
一
年
は
欣
勢
を
観
察
さ
れ
て
ゐ
た
が
、

次
の
年
か
ら
日
本
研
究
を
行
ひ
、
撃
院
に
多
数
の
闘
書
を
蒐
集
し
風
一
生
を
し
て
研
交
せ
し
め
‘
第
一
年
目
は
随
意
問
題
を
選
ぽ
し
め

た
が
、
そ
れ
に
は
日
本
の
建
築
・
演
劇
・
法
律
等
の
研
究
題
目
が
あ
っ
た
と
い
ふ
。
次
の
年
に
は
日
本
の
丈
島
了
歴
史
友
ど
を
研
女
せ

し
め
、
伊
路
氏
は
月
一
間
接
生
を
集
め
て
講
演
し
毎
同
三
十
名
近
く
の
出
席
者
が
あ
り
講
演
後
討
論
及
ど
を
行
は
れ
た
と
い
ふ
。
ま

た
日
故
事
生
交
換
を
試
み
、

研
究
者
を
日
本
(
淑
遣
す
る
乙
と
と
さ
れ
た
の
で
、

日
本
語
研
究
者
に
非
常
友
光
明
を
輿
へ
る
と
と
と

恋
っ
た
と
い
ふ
。
東
洋
製
院
か
ら
は
「
東
方
」
と
題
す
る
機
関
雑
誌
を
刊
行
し
て
ゐ
る
。
首
地
の
日
本
叫
別
立
に
針
す
る
困
難
の
一
つ
は

日
本
に
附
す
も
欧
文
文
献
の
多
く
が
英
文
で
あ
る
む
と
で
あ
っ
て
、
新
し
vt
れ
か
抑
制
必
交
で
4
4
H

か
れ
て
ゐ
た
4

た
ら
ば
、

一
日
腔
使
刺
で

tu
り
研
究
者
に
刺
戟
を
輿
へ
る
だ
ろ
う
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

ワ
ル
ソ
ウ
大
撃
に
は
]
白
口
]
田
巧
C
E
E
毅
授
が
居
ら
れ
支
那
に
閲
す
る

多
く
の
研
究
を
褒
表
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

日
本
の
宗
毅
に
つ
い
て
も
深
く
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
a

大蔵一
a

に
も
日
本
に
闘
す
る
岡
草
闘
を
厳
し

て
ゐ
る
が
、
東
洋
製
院
の
方
が
多
い
っ
然
し
単
一
段
の
闘
害
も
約
二
百
部
に
過
空
友
い
。
大
型
に
ゐ
け
る
日
本
研
究
は
飾
品
凱
そ
の
他
現

寅
の
問
題
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
ゐ
る
が
、
製
院
の
方
は
現
賓
の
問
題
を
研
究
し
て
ゐ
る
所
か
ら
皐
院
の
方
が
日
本
研
究
は
盛
ん
だ
と
い

は
れ
て
ゐ
る
。

か
L
る
現
質
的
の
方
面
か
ら
観
れ
ば
、
最
近
ワ
作
ソ
ウ
で
は
小
曲
学
校
中
曲
学
校
た
ど
の
地
理
歴
史
等
の
課
題
や
誹
義
に

日
本
の
こ
と
を
取
り
入
れ
る
や
う
に
た
り
、
従
っ
て
教
員
や
墜
生
か
ら
日
本
に
闘
す
る
問
合
せ
が
公
使
館
な
ど
へ
頻
h

と
し
て
来
る

の
で
、

こ
れ
が
同
容
に
因
っ
て
ゐ
る
位
・
営
地
の
日
本
研
究
が
盛
ん
に
泣
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
る
る
。

入
、
瑞
典
。

日
本
研
究
と
し
て
の
特
別
の
施
設
は
左
い
や
う
に
息
ふ
。
と
の
園
も
日
本
研
究
よ
り
も
支
那
研
究
の
方
が
盛
ん
で

あ
る
。

c
c
E
E£
の

ー】
0; 
C1:r 
Uつ
Pア
c -
'" -】
に
は
】

W
E
r
g
-
-
P「
一
向
『
ロ
=
毅
授
が
あ
り
、
東
洋
語
講
座
の
中
に
日
本
語
も
あ
る
が
、
受
講
皐



生
は
無
い
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

丸
、
白
耳
義
。

ル

l
バ
シ
大
事
に
は
誹
和
曾
議
の
際
各
園
か
ら
闘
書
を
寄
贈
し
た
の
で
、
日
本
書
も
多
い
が
あ
ま
り
利
別
さ
れ

や
死
般
の
欣
態
で
る
る
③

臨
時
の
跳
波
等
は
あ
る
が

E
規
の
科
目
と
し
て
の
日
本
研
筑
は
・
泣
い
。

一
O
、
和
蘭
。

ご
と
の
口
大
山
学
で
、
博
物
館
と
日
本
事
研
究
室
と
を
翻
た
。
前
者
は

阿
川

4
E
E
Z話
回
日
〈
安
当
〈
司
一

r
g
r
z
=《
芯
ム
」

い
ひ
、
印
度
・
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
共
他
の
土
俗
資
件
を
集
め
た
も
の
で
頗
る
よ
〈
撃
っ
て
ゐ
る
。

日
本
に
闘
ず
る
も
の
も

多
数
あ
っ
て
仰
像
・
家
具
・
刀
剣
等
の
外
、
浮
世
給
も
一
高
射
位
る
る
と
い
ふ
。
障
子
四
日
嗣
敷
の
去
も
市
備
し
で
あ
っ
た

3

∞
z
g
一
古ヨ

蒐
集
し
て
持
削
っ
た
も
の
が
多
い
と
い
ふ

3

と
の
博
物
館
日
附
属
し

τ研
究
室
が
あ
り
叫
洋
山
学
年
来
宇
一
英
語
し
た
円
い
円
い

I司

di 

氏
の
訟
に
は
白
木
に
闘
す
る
洋
書
そ
の
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。
同
氏
は
日
蘭
関
係
の
歴
史
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蛍
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史
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史
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叢
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